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千葉県印膳郡におけるシラサギ類の集団繁殖地の観察記録

上田孝寿

〒270-14干葉県印施郡白井町白井390-29

はじめに

近年，関東地方のサギ類の集団繁殖地（以下繁殖地とよぶ）は珠境の変化などにとも

ない，消失したり，縮小したりしている（成末1992)．本報告の調査地である千葉県印備

郡でも，1992年に２か所の繁殖地が，梨畑の野菜畑への転換，周辺開発などで消失してい

る（上川未発表)．このような環境変化に対するサギ類の保護を考えるにあたり繁殖地の

個体数の季節変化などの基礎資料を集めることは重要なことである．

そこで，繁殖地におけるサギ類の個体数の季節変化および活動の1.1周変化を明らかにす

るため調査を行なった．

調査地および調査方法

調査は，千葉県印勝郡白井町下長殿周辺で行なった（図１）．サギ類の繁殖地はほぼ南

北の方向に細長く伸びており，繁殖地から250ｍ離れた東側に定点（図中，●印部）を設

置し，繁殖地に出入りするサギ類の個体数を数えた．ここから繁殖地のほとんどが見渡せ

た．

1992～1993年までは図２の斜線部分が営巣場所として利用されていたが，1994年から図

左上の点印部分にも営巣場所を拡大してきた．西側は約５ｍの道路を隔てて住宅地になっ

ており，東側は約３ｍの農道を隔てて水川になっている．

繁殖地の航生は，ヒノキＣｈａｍａｅｑｙｐ”ｊｓｏ６“sα，ケヤキＺｅ』んｏＵａｓｅﾉ７．α“，シラカシ

Queﾉ･“ｓｍｙ７．s加αa/,oZia，スギＣﾉｯptomeﾉ･ｉａｊａｐｏ凡ｊｃａが優先していた．

調査は繁殖地に出入りするサギ願の個体数を30分単位で数えるという方法で行なった．

調査地点の反対側から低空飛行で出入りする個体は数えることはできないが，全体の90％

以上の個体は数えることは可能と考えられた．なお，本調査地では，ゴイサギハIyctjcor“

7り'ctjcora郭も繁殖しているが，アマサギBu6uIcusj6js，ダイサギＥｇﾉ．e“ααZ6a，チュウ

サギＥ,伽termedja，コサギＥ,ｇαﾉ､ze“αを調喬対象とし，これらの稲をシラサギ類とし

て一括して個体数を数えた．

調査は1992年から1994年の４月から10月にかけて行なった．日の出30分前から正午まで

を調査時間としたが，1992年９月４Ｈと1993年５月16日には1.1周変動を明らかにするため

に終日調査を行なった．

1994年12月24円受理

キーワード：アマサギ，コサギ，個体数変動，ダイサギ，チュウサギ
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繁殖地を利用しているサギ類の個体数（Ｎ；以下，生息数とよぶ）は，下式にしたがい

30分間隔で繁殖地を利用している個体数を推計し，その値の最大値をもちいた．

Ｎ＝Ｓ一Ａ＋Ｒ

Ｓ：調査開始からその時刻までに繁殖地を飛びたった個体数

図１．調査地周辺（白井町)．
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図２．下長殿地区におけるサギ類の集団繁殖地の状況．斜線域は1993年までの繁殖地，点域は1994年

から新たに営巣された場所．

Ｆｉｇ．２．ThebreedingsiteofegretsinShimonagatono-region・Theshadedpartrepresents

thebreeｄｉｎｇａｒｅａｂｙｌ９９３ａｎｄｔｈｅｄｏｔｔｅｄａｒｅａrepresentsanewbreedingareaaddedin
l994．
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Ａ：調査開始からその時刻までに繁殖地に戻ってきた個体数

Ｒ：その時刻に繁殖地に滞在していた個体数

サギ類がどのような樹種を営巣木として選択しているか明らかにするため，冬期にサギ

類の巣がある樹種とその数をかぞえ，それを繁殖地に生立しているそれぞれの樹種の数と

を比較した．モウソウチクについては数をかぞえることができなかったので，モウソウチ

ク以外の樹種のみを調査対象としている．なお，巣からは利用したサギの種を見分けるこ

とができないため，本調査のみゴイサギを含んだすべてのサギ類を対象としている．

結果

１．個体数の日周変動

サギ類の繁殖地への出入りの日周変化を図３，４に示した．図３には，1992年９月４日

の終日調査の結果を示したが，繁殖地を飛びたつサギ類の数は，５時頃，日の出をはさん

だｌ時間内の観測羽数がその日の最大値を示した．その後，６時～６時30分に出発羽数が

少なくなり，８時まで除々に増加し，その後，１２時まで減少した．その後は，単調に増減

を繰り返し，日没後，３０分後出発羽数は０羽になった（図３－ａ)．

繁殖地に戻ってくるサギ類の数は，日の出後１時間後から徐々に増加し，その後，１２時

にかけて減少した．そして，再び増加し，１７時頃の最大値を経て，１９時には０羽に近い値

になった（図３－ｂ)．図３－ａ，ｂの８時以後の出入羽数を比較するとほぼ同じような変
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図３．１９９２年９月４日における集団繁殖地でのシラサギ類の羽数の経時変化

ａ）出発羽数，ｂ）到着羽数，ｃ）調査開始から集団繁殖地を飛びたった正味の羽数［(出発羽

数一到着羽数)]、

Ｆｉｇ．３．Ｄｉｕｒｎａｌｃｈａｎｇｅｓｉｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇｒetsatthebreedingcolonyo、September４，
１９９２．

ａ）No.ofthedepartingegrets,ｂ）No.ofthearrivingegrets,ａｎｄｃ）thenetnumberof

departingegretsdefinedbyanamount,（Departingnumber-arrivingnumber)．
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図４．１９９３年５月16日における集団繁殖地でのシラサギ類の羽数の経時変化

ａ）出発羽数，ｂ）到着羽数，ｃ）調査開始から集団繁殖地を飛びたった正味の羽数［(出発羽
数一到着羽数)]・

Ｆｉｇ．４．ＤｉｕｒｎａｌｃｈａｎｇｅｓｉｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｅgretsatthebreedingcolonyonMayl6,1993．
ａ）No.ofthedepartingegrets,ｂ）No.ofthearrivingegrets,ａｎｄｃ）thenetnumberof

departingegretsdefinedbyanamount,（Departingnumber-arrivingnumber)．

化が12時頃まで続き，その後，１４時頃になって，繁殖地に戻ってくる羽数が飛びたつ羽数

より多くなった．

繁殖地を離れているサギ類の個体数（＝Ｓ一Ａ）は６時頃から11時頃までゆるやかに増

加し，その後，ゆるいピーク，約198羽をへて，１４時頃からゆるやかな減少に転じた後，

17時から19時まで急減した（図３－ｃ)．１８時および'9時の値が負の値になった．

図４には，1993年５月16日の終日観測の結果を示した．繁殖地を飛びたつサギ類は４時

30分頃に最も多く，５時30分～６時に少なくなり，８時30分まで増加した．その後，１２時

頃まで減少し，１４時頃までやや増加したあと，１９時頃に０羽になった（図４－ａ）．この

傾向は図３－ａとほとんど同じである．繁殖地に戻ってくるサギ類の数は，６時30分まで

増加し，その後小さな変動をくりかえした後，１７時30分頃最も多くなり，１９時には０羽と

なった（図４－ｂ)．これも細部を除けば，図３－ｂとほぼ同じ傾向を示した．

繁殖地を離れているサギ類の個体数は，１０時頃まで単調に増加（約494羽）し，１４時頃

(約450羽）までゆるやかに減少した（図４－ｃ)．１８時30分頃の累積羽数は，-200羽となっ

た．

２．季節変動と年変動

繁殖地を利用するサギ類の個体数の季節変化を図５に示した．1993年および1994年とも

に，４月上旬から繁殖地を利用する羽数が増加し，５月から６月にかけてはほぼ一定値で，

６月上旬から７月までのあいだに急激に増加し，７月から８月にかけて再びほぼ一定となっ

た．その後，８月の中旬から繁殖地を利用する羽数は減少した．1993年および'994年の５
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図５．集団繁殖地に生息するシラサギ類の個体数の季節変化．
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月から６月および７月から８月にかけての個体数は，それぞれ，約500羽および約１０００羽，

ならびに，約700羽および約1700羽だった．1992年のデータは少なく，ほかの年と同じに

は議論できないが，1992年８月中旬は約350羽であり，1993年はこの２倍に，1994年は，

1993年のさらに約2.4倍に増加した．

３．巣立ち前後の行動の違い

調査地でのサギ類の巣立ちは６月中旬～７月上旬なので（上川未発表)，ここでは，６

月10日以前をヒナの巣立ち前，７月１日以後を巣立ち後とする．図３および４で示したが，

日の出前後の出発羽数の岐大値が過ぎた後，サギ類が飛びたたなくなる時間帯があるが，

その時間帯をヒナの巣立ちの前後で比べてみると，巣立ち前では，日の出後約1.8時間頃

にあるのに対し，巣立ち後では，日の出後約１時間頃にかわった（表ｌ）．サギ類が飛び

たたなくなる時間帯には，巣立ち前後で有意な差がみられた（Mann-whitneyU＝3.0,ｚ＝

３．１９，，１＝７，，２＝１０，Ｐ＝0.001)．

４．営巣する木の種類および巣の数

1993年10月23日に繁殖地に入り巣の数を調査した．調査を行なった100巣のうち，ヒノ

キが28巣を占め，スギが26巣，シラカシが22巣，その他の樹種が24巣だった（表２）．そ

れぞれの樹種が繁殖地に生えている割合は，ヒノキが34.8％，スギが18.0％，シラカシが

19.1％，その他の樹種が28.1％だったので，イブレフの選択係数を算出すると，スギが

0.18で最も高かった．スギとスギ以外の樹種につくられる巣の数を比較すると，有意にス

ギにサギ類の巣が多かった（ｘ２＝4.36,Ｐ＜0.05)．

考察

繁殖地を離れているサギ類の個体数の日周変動を調査したが，その値は，日没後には負
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種名

Species

の値を示した．負の値を示した原因としては以下のことが考えられる．

ｌ）繁殖地の西側から低空飛行で出入りする個体数は，東側の定点からは観測できない

ので数え落としとなり，繁殖地に生息している個体数評価の誤差となる．

２）暗い内に出発し，観測から漏れてしまった個体の数え落としがある．

巣の数

Ｎｏ．ｏｆｎｅｓｔｓ
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－０．０８
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３）観測日の前日繁殖地に帰ってこなかった個体が，夜明けと共に繁殖地に帰ってきて

この個体が観測日の正午までに出発した場合，生息数の中には現れないので数え落

としとなる．また，これらが午後に出発した場合には午前の調査の生息数は過小評

価されることになる．

４）シラサギ類はゴイサギと区別して出入り羽数を数えているが，暗い場合など識別を

誤っている可能性がある．

５）繁殖地の残存羽数調査では見える範囲の個体を数えているが，木々に隠れている個

体があり，その数は数えられない．生息数を過小評価する原因となる．

ここで記述した誤差の戯的な把握およびその量の縮小が今後の課題である．

１年間をとおして繁殖地に生息する個体数の相対的な変化は，1993年および1994年では

ほぼ同じような傾向がみられた．また，1992年から1993年は記録された個体数が約２倍に，

1994年にはさらに前年の約2.4倍に増加した．

調査地の周辺ではサギ類の集団繁殖地が，繁殖地となっている林の伐採などで消失して

いるので（上田未発表)，ほかの場所からこの繁殖地に流れ込んだため増加している可能

性がある．繁殖地のサギの個体移動の構造分析には，繁殖地に出入りするシラサギ類の個

体数調査では不十分で，個体識別調査を合わせて実施する必要がある．

サギ類がスギに巣を多くつくる傾向が示された．しかし，今回の調査では，モウソウチ

クが生立している部分を調査できなかったので，サギ類がモウソウチクを営巣木として選

好しているかどうかは明らかにできなかった．今後，モウソウチクを含めて調査を行ない，

サギの営巣木選好性について明らかにしたい．

最後に

サギ類の繁殖地は本調査地だけでなく，開発などで消滅したほかの繁殖地でも住居地が

隣接しており，必ず民家の近くにあった．1994年には７～８月は狭い繁殖地に，少なくと

も，約2700羽のゴイサギを含めたサギ類が生息しており，繁殖地に隣接する住宅地の近く

での臭気は相当にひどかった．このため周辺の住民からは，繁殖地となっている林の樹木

伐採の声が上がっている．このようなことがないようなサギ類の保護の方法の探索・実施

が待たれる．本調査もその一助になればと思っている．

要約

千葉県印膳郡白井町白井下長殿の集団繁殖地のシラサギ類の個体数の季節変化および日周変化を，

1992～94年にわたって調査した．得られた結果は下記の通りである．

１）集団繁殖地から飛びたった羽数を＋，戻ってきた羽数を一として，３０分ごとに和をとり，この和

を観測開始時からそれぞれの時刻まで積分した値をみると，この値は，観測開始から増加し，１０～

１４時頃に緩やかなピークを経て，減少に転じることがわかった．この報告では，このピーク値にそ

の時刻に繁殖地に残存する羽数を和した値を，その日，繁殖地を利用した個体数とした．

２）季節変化としては，1993年および1994年の観測によると，４月の上旬から次第に数を増やし，５

～６月には一定羽数になり，６月から７月上旬にかけて段階的に数が増え，７～８月はほぼ一定の

羽数になり，８月後半から減少をはじめることがわかった．

３）1992年，1993年および1994年の繁殖地の生息数の最大値は，それぞれ，約370羽，約700羽および
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約1800羽だった．1993年は，1992年の約２倍，1994年は1993年の約2.4倍となっている．

４）日の出後に出発羽数が最も少なくなる時間帯がある．この時間帯は，ヒナの巣立ち前は，日の出

後約1.8時間後であり，巣立ち後は約１時間後だった．このことは，ヒナの巣立ち後は，巣立ち前

よりも，日の出後に一斉に繁殖地から飛び立つ傾向が強いことを示している．

引用文 献

成末雅恵．1992．埼玉県におけるサギ類の集団繁殖地の変遷．Ｓｔｒｉｘｌｌ：189-209.

ThepopulationofegretsatabreedingcolonyofInba-glm,ChibaPrefecture

KojuUeda

390-29Shiroj,Shjroj-toum,ルzba-gu",Ｃﾉtめa-P'．e/をcture

Seasonalanddiurnalfluctuationsinthenumberoftheegretswerestudiedatabreeding

colonyofShiroi-tｏｗｎ，Inba-gun，ChibaPrefectureinl992，１９９３ａｎｄ1994．

Themainresultsobtainedareasfolｌｏｗｓ、

１．Thenumberoftheegretsdepartingfromandarrivingatthebreedingcolonywas

observedalldayｆｒｏｍ３０ｍｉｎ・beforesunrisetill30min・aftersunset,Thenetnumberof

departingegretsdeterminedbyanamount，Ｚ（departingnumber-arrivingnumber)at

agivenobservationtime，reachedthemaximumbetweenlOandｌ４ｏ'clock・Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒ

ｏｆｅｇｒｅｔｓｕｓｉｎｇｔｈｉｓｃｏｌｏnywasdeterminedbyaddingtheindividualsleavinginthe

colonyduringthatperiod，totheabove-describedmaximumnumberofegrets、

2.Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇretsinthecolonyinl993andl994graduallyincreasedatthebeginning

ofApril，andleveledofffromearlyMayuntilｔｈｅｅｎｄｏｆＪｕｎｅ・Thenumberincreased

againatthebeginningofJuly，andattainingthemaximumearlyinAugust，ａｎｄｔｈｅｎ

ｂｅｇａｎｔｏｄｅｃｒｅａｓｅｉｎｌａｔｅＡｕgust、

３．Ｔｈｅｍａｘｉｍｕｍｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇｒｅｔｓｉｎthecolonyinl992，１９９３ａｎｄｌ９９４ａｍｏｕｎｔｅｄｔｏ

ａｐｐｒｏｘｉｍａｔｅｌｙ370,700,andl800respectively、

4．Itwasfoundfromthetime-allotmenｔｏｆｔｈｅｅｇｒｅｔｓｔｈａｔｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｄｅｐarting

individualsreachedtheminimumafewhoursaftersunrise、Theperiodwasclassified

intotwoperiods;oneistheperiodfromAprｉｌｔｏＪｕｎｅａｓａ“pre-breedingseason”andthe

otheristheperiodafterJulｙａｓａ“post-breedingseason”・Ｔｈｅｍｉｎｉｍａｂｅｆｏｒｅａｎｄａｆｔｅｒ

ｔｈｅｐｏｓｔbreedingseasonoccurredataboutlＯ８ａｎｄ６０ｍｉｎ，aftersunriserespectively、

Thisresultsuggeststhatafterthebreedingseasontheegretsdepartfromtheirnests

earlierthanbeforethebreedingseaon．

Ｋ２ｙｕﾉordsdBubulcusibis,Egrettaalba,Ｅ､garzetta,Ｅ､intermedia,/Zac虹aZjo凡ｑ/皿ｍｂｅｒ


